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MoodleとXOOPSを基盤とし大学の要求を考慮した
学習管理システムの開発と運用
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佐賀大学では，学習管理システムの開発を行い，2005年度後期から e-Learningの運用に供した．開
発したシステムの核としてMoodle（Modular Object-Oriented Dynamic Learning Environment）
を採用した．しかし，大学が管理している学籍番号を主とする名箋情報に対してMoodleのユーザ情
報に不足している項目がある．また，学習状況の表示も大学の授業として管理しやすい状態にはなっ
ていない．そこで，我々は，佐賀大学における e-Learning への要求を考慮し，Moodle をカスタマ
イズした．この際，モジュールでの機能追加の手法が確立されている XOOPS（eXtensible Object
Oriented Portal System）に e-Learning の管理機能をモジュールとして組み込み，Moodleと連携
させた．これにより，大学の要求を満たす e-Learning の新システムを実現することができた．この
カスタマイズの方法は，日本の他の大学においても役立つものと考える．本論文では，Moodle と
XOOPSを基盤とする，日本の大学教育システムに適合した新しい学習管理システムの開発と，運用
の結果について報告する．

Development and Operation of a New Learning Management System
Based on Moodle and XOOPS Customized for Japanese Academic Affairs

Kiyoshi Yonemitsu,† Takuya Umezaki,† Toshiko Fujii,†
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In this paper, we describe design and development of our new LMS (Learning Management
System) for VOD (Video-On-Demand) style e-Learning courses and demonstrate its bene-
fits through our operation in Saga University, Japan. We have decided to use open source
e-Learning platform for extensible system to satisfy variety of demands in affordable cost.
Moodle (Modular Object-Oriented Dynamic Learning Environment) and XOOPS (eXtensi-
ble Object Oriented Portal System) are combined to achieve original function customization
and expansion so that our LMS cooperates with other information systems in campus. Our
LMS is characterized by the following five points: (1) original user management compatible to
students’ management system in the instruction section, (2) interoperability is guaranteed in
compliance with Shareable Content Object Reference Model (SCORM) (3) easy and simple
login and user management by integrated authentication mechanism in our campus network,
(4) flexible function customization and expansion, and (5) inexpensive development, opera-
tion and maintenance. Since last October, our new LMS has been offering our e-Learning
courses without any major problems and we have confirmed that our new LMS satisfies our
demands. After minor improvements and modification, we are going to release our system as
open-source software.

† 佐賀大学
Saga University

1. は じ め に

佐賀大学では，2002年度より「ネット授業」という
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名称で，教養教育科目の一部を e-Learning 化し，単

位取得可能な科目として実施している1),2)．

当初，e-Learningの学習管理システムには，地元企

業との共同開発によるシステム（以下，旧システム）を

用いていた．この旧システムは，ユーザ管理や成績管理

という学習管理の基本機能は備えており，e-Learning

で大学の授業を行うという，旧システム開発当初の目

的は達成できた．

しかし，旧システムは，学習コンテンツの標準化およ

び相互利用を目的とした規格である SCORM（Share-

able Content Object Reference Model）3) への対応，

多言語への対応，学習支援機能の拡張などを可能にし

ているシステムではなかった．また，旧システムの維

持管理や運用上求める機能の開発には企業の協力（有

償）が必要であった．

一方，e-Learningの普及にともない，WebCT（Web

Course Tools）4)，CEAS（Web-Based Coordinated

Education Activation System）5)，Moodle（Modu-

lar Object-Oriented Dynamic Learning Environ-

ment）6) といった学習管理システムが開発されてき

た．我々は，これらの中から Moodle を基盤として

採用し，新しい学習管理システム「NewNetWalkers」

（以下，新システム）を自主開発することとした．

本学の e-Learning の要件を満たすことで新システ

ムに採用したMoodleではあるが，使いにくい部分が

ある．たとえば，Moodleのユーザ情報項目には，大学

が管理している名箋情報項目の姓名の「よみがな」が

不足している．さらに，学習状況の表示が大学の授業

として管理しやすい状態にはなっていないこともあげ

られる．そこで，我々は，これらのことは本学だけで

はなく日本の大学でMoodleを使用する際に出てくる

要求と判断し，日本の大学の要求に適合させるために

は，Moodleをカスタマイズする必要があると考えた．

しかし，開発途上にあるMoodleに対してシステム

の根幹であるユーザ情報の登録や削除に関わる処理の

カスタマイズを行うことは，Moodleのアップデート

のたびにカスタマイズ作業が発生することなる．

この作業の負担を軽減するために，我々は，動作環

境がMoodleと共通で，モジュールによる機能追加の

手法が確立されている XOOPS（eXtensible Object

Oriented Portal System）7) に管理機能をモジュール

として組み込み，Moodleと連携させることで，新シ

ステムとしてのカスタマイズを行った．

この新システムで，2005年度後期から e-Learning

の運用を行っている．2005年度後期の開講期間中，安

定した運用が行え，次のような利点も確認できた．

名箋情報を用いたユーザの一括登録が可能となり，

管理者のユーザ登録作業の効率が向上した．また，総

合情報基盤センターの統合認証システムを利用する

ことで，大学として統一された IDとパスワードで e-

Learning が利用可能となり，ユーザの利便性が向上

した．さらに，SCORMに対応することで記録される

学習履歴を表示する機能を開発することで，ユーザの

学習状況に応じた学習指導が行えた．

本論文では新システムの開発と，運用により得られ

た効果および問題点とその対策について報告する．

本論文の構成を示す．2章では，新システムの要件

と基盤について述べる．3章では，大学の e-Learning

環境へのカスタマイズについて述べる．4章では，新

システムでの e-Learning 運用とその結果について述

べる．5章では，新システムの運用において，発生し

た問題点と対策についてのべる．最後の 6章では，本

論文のまとめを行う．

2. 新システムの要件と基盤

2.1 新システムの要件

前章で述べたように，旧システムは，ユーザ管理や

成績管理および VOD（Video-On-Demand）の配信

といった e-Learning システムとしての基本的な機能

は持っており，大学の授業を e-Learningで実施すると

いう，我々の当初の目的を達成することはできていた．

しかし，統合認証の利用，SCORM規格への対応，

学習履歴の記録，多言語対応は実現できていなかった．

これらを実現するために旧システムを改良することは，

開発企業に作業を依頼する開発費が必要となる．

そこで，本学では，今後の e-Learning のシステム

と運用について教員と技術スタッフで検討を行うネッ

ト授業研究委員会を 2004 年 11 月より十数回開催し

た．そこで，我々は，新しい e-Learning システムを

開発することとし，まず新システムの要件を決定した

（表 1）．

それらは，(1)総合情報基盤センター提供の統合認

証システムが利用可能，(2)コンテンツの共有化およ

び学習履歴の記録を実現するための SCORM にも対

応，(3)多言語に対応，(4)フリーなシステムであるた

め無償で使用可能，(5)機能追加などのカスタマイズ

が可能，という要件である．

本学が新システムに求めるこれらの要件を満たすこ

とから，我々は，新システムの核としてMoodleを採

用した．

2.2 新システムの基盤

Moodleを本学用にカスタマイズすることは可能で
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図 1 新システム構成
Fig. 1 New system configuration.

表 1 新システムの要件
Table 1 Requirement for new system.

要件 内容
運用面 統合認証 総合情報基盤センター提供の

統合認証システムが利用可能
SCORM 対応 学習管理のため SCORM1.2

以上に対応
多言語対応 留学生向けの日本語以外の

コンテンツ利用のため，
多言語に対応していること

管理面 管理経費抑制 システム特有の機器が不要で，
導入や維持管理にかかる経費を
抑制できること

カスタマイズ性 維持管理や開発は継続する
そのため，機能の修正や
追加が容易であること

ある．一方で，Moodleは，開発途上にあり随時アッ

プデートされているシステムでもある．そのため，新

システム開発後も最新版のMoodleへのアップデート

を行うことも考えておかなければならない．そこで，

我々は，ユーザ管理機能を Moodle とは別のシステ

ムに実装し，Moodleとそのシステムを連携させる仕

組みをとることとした．それは，この仕組みにより，

Moodleのアップデート時の作業を容易にすることが

できると考えたからである．

我々は，Moodleと連携させ，新システムの基盤と

するシステムとして XOOPSを用いた．XOOPSは，

コミュニティサイト作成に向けて開発されたシステム

であるが，以下のように，Moodleと連携することに

表 2 カスタマイズした機能
Table 2 Customizing of function.

機能追加先 追加機能
Moodle ユーザ情報項目の追加と表示変更

SCORM コンテンツ再生機能の補完
学習履歴表示機能の補完

XOOPS Moodle ユーザ管理

適している．

• 言語（PHP），DBMS（MySQL）といった動作

環境がMoodleと共通であるため連携が容易．

• 機能の追加では，開発手法が確立されている
XOOPSが，Moodleよりも優位．

Moodleと XOOPSを基盤とした，新システムの構

成を図 1 に示す．

我々は，Moodleと XOOPSを基盤として，新シス

テムの要件を満たすため，Moodleで 3機能，XOOPS

で 1機能のカスタマイズを行った（表 2）．なお，前

節であげた要件のうち，(1)の統合認証システムの利

用については，Moodleに機能が実装されていたため

設定のみで実現できた．

Moodleをカスタマイズした機能のうち，ユーザ情

報項目の追加と表示変更は，ユーザプロフィール表示

画面プログラムをカスタマイズした．そのため，こ

れについてはアップデートに際して再カスタマイズが

必要だが，Moodleの修正量は少ない．SCORMコン

テンツ再生機能の補完と学習履歴表示機能の補完は，
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Moodleのモジュールとして提供可能になるよう開発

を進めている．そのため，これらはアップデートの影

響は受けにくい．表 2 に示すように，カスタマイズし

た機能の数はXOOPSを用いた部分よりもMoodleを

修正した箇所の方が多いが，どれも軽微なものである．

一方，XOOPSで実現した機能は，Moodleのユー

ザ管理機能だけであるが，この機能はMoodleという

システムの根幹に関わる機能であり，修正量も多い．

それゆえ，この機能をMoodleでカスタマイズした場

合，アップデートのたびに多くのコストがかかってし

まうことが考えられる．そのため，アップデートの際

のコストを削減するために，本システムでは，XOOPS

でMoodleのユーザ管理機能を実現した．

次章では，これら項目のカスタマイズについて述べ

る．なお，プログラムの作成と運用テストに要したコ

ストは約 7人月であった．

3. 新システムによる e-Learning環境の構築

3.1 統合認証システムの利用

現在，多くの大学で，学籍番号をユーザ IDとして，

オンラインによる履修登録やシラバスの提示など，コ

ンピュータネットワークを利用したサービスが，複数

提供されている．これらのサービスを利用するとき，

ユーザ IDによる認証処理を各々のサービスで行うと，

コンピュータネットワークというシステム上の人格を

表す記号であるユーザ IDが，1人の人間に対して複

数存在するということになってしまう．

大学という社会システムにおける人格は 1つである．

それならば，大学のコンピュータネットワークという

システムにおいても人格を 1つに統合することが，個

人情報管理の面でも望ましいと考える．

本学では，ユーザ ID による統合認証システムが，

総合情報基盤センターから提供されている8)．そこで，

我々は，新システムの認証において統合認証システム

を利用した．これにより，新システムでは，学籍番号

がユーザ ID となる．本学の統合認証システムでは，

認証方式として IMAPS，POP3S，LDAP，RADIUS

が提供されている．我々は，SSLによる暗号化が可能

であること，Moodleに用意されている認証方式にあ

り設定も容易であることから，認証方式は POP3Sを

利用した．

なお，e-Learningシステムでの認証については，他

大学においても研究が進められている9),10)．

3.2 ユーザ情報項目の追加と表示変更

統合認証は認証機能を提供するものであるので，ユー

ザ IDである学籍番号を含めたユーザ情報は，Moodle

表 3 追加したユーザ情報
Table 3 Added user information.

追加項目 追加理由
姓名のよみがな 読みが難しい姓名がある

複数の読み方がある姓名がある
複数のメールアドレス 既存の 1 つのメールアドレス枠には

大学のメールアドレスを設定し
変更不可とする
追加分のメールアドレスには
以下の 2 つのアドレスを想定
・自宅のメールアドレス
・携帯電話のメールアドレス

側に登録する必要がある．

また，本学に必要とするユーザ情報に対してMoo-

dleが持つユーザ情報では足りない項目がある．それ

は，姓名の「よみがな」と 2つの「メールアドレス」

に関する情報である（表 3）．

これらのユーザ情報項目を含めたユーザ登録を行う

ためには，ユーザ情報のデータベースに関するカスタ

マイズが必要である．

まず，ユーザ情報のデータベースのカスタマイズに

ついて述べる．「よみがな」という情報は，学籍番号を

主とする名箋情報の 1項目であり，本学だけでなく日

本の大学という環境で利用するためには必要となる情

報と考えた．

追加したもう 1つの情報は，学生に対して連絡をす

るための「メールアドレス」である．この「メールア

ドレス」という情報は，Moodleに存在しているユー

ザ情報である．しかし，1つしか入力できないという

制限がある．そのため，この 1つしかない「メールア

ドレス」にユーザが誤ったメールアドレスを入力した

場合，本来メールにて伝えられる連絡が，伝わらない

ことになってしまう．

そこで，本学が発行したメールアドレスをMoodle

既存のメールアドレスとして設定した．このメールア

ドレスは，ユーザによる変更を不可とすることで確実

に届くメールアドレスとして管理する．これは，Moo-

dleが一般の不特定ユーザが利用することを前提にさ

れているのに対して，大学でのMoodleの利用は学生

と教職員という特定のユーザのみが利用することを前

提にしているためである．しかし，メールが利用可能

な携帯電話を所有する学生や自宅でのインターネット

接続環境を持つ学生が増加しているという社会状況に

おいて，より緊密な連絡を必要とするユーザのために，

ユーザが自ら携帯電話や自宅のメールアドレスを利用

できるように登録できるメールアドレスを 2つ追加し

全部で 3つ登録可能とした．

「よみがな」や 2つのメールアドレスなどの追加する
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図 2 データベース構成
Fig. 2 Database composition.

情報は，Moodleに存在しないユーザ情報であるので，

我々は，Moodleデータベース内に追加ユーザ情報用

のテーブルを新規作成し，登録された情報を保存した．

新規作成したテーブルと，Moodle既存のユーザ情報

テーブルとは，ユーザ IDをキーとしてリレーション

する．これにより，Moodleのアップデートにより既

存のユーザ情報テーブルのフィールドが変更になった

としても，新規作成した追加ユーザ情報用のテーブル

は変更されることはない．そのためMoodleのアップ

デートの影響は受けない．これらのテーブルの追加に

ともない，データベースに対する処理のカスタマイズ

も行った．ユーザの登録と参照に関する処理を行う場

合に，これら 2つのテーブルからユーザ情報を登録あ

るいは取得する必要がある．新規に追加情報のテーブ

ルを作成したことに対応するためデータベースライブ

ラリを作成しMoodleに組み込んだ（図 2）．

また，Moodleの参加者の表示には姓名以外に国や

都道府県の表示がある．しかし，これらの情報は現在

の本学の e-Learningには必要ないものである．また，

教員が特定の学生を見つけたり教務課から配布された

履修者名簿と照合したりする際には，姓名よりも学籍

番号を使用することが多い．そこで，参加者の表示で

は，国や都道府県の表示をやめ，統合認証のユーザ ID

である学籍番号を表示した．さらに，表示順を学籍番

号の昇順にした（図 3）．

3.3 SCORMコンテンツ再生機能の補完

旧システムでの e-Learningにおいては，VODの視

聴状況を残すことができていなかった．そのため，学

生に対して視聴状況に基づいた指導ができていなかっ

た．これらの記録を残すことと，その記録をユーザが

参照できることは，学習効果の向上を目的とした学生

図 3 参加者一覧表示
Fig. 3 Participant list display.

指導の際の重要な機能であると考えた．

Moodle は，SCORM1.2 に対応したコンテンツが

利用できることから，我々は，VOD コンテンツを

SCORM 対応にすることで，今まで把握できていな

かった VOD視聴状況などの学習履歴の記録を行うこ

とが可能になると考えた．

ここで，SCORMに対応するカスタマイズの前提条

件となる，本学の VODコンテンツの構成について述

べる．

旧システムでは，1つの VODコンテンツは講義の

内容により，90分が 2～4本のコンテンツに分割され

ていた．これは 1本の VODの長さは 20分位が適切

であるとされていることと，部分的な修正や他の講義

での再利用を考慮に入れてあるためである．

新システムでも，この考え方を引き継いで 1回の講

義を 2～4本のコンテンツに分割した．さらに，分割

した各々を SCORM 対応のコンテンツとした．すな

わち，1 回の講義コンテンツは，2～4 本の SCORM

対応 VODコンテンツで構成される．

このVODコンテンツの SCORM対応により，新シ

ステムの核であるMoodleだけでなく，SCORM対応

の学習管理システムであれば，本学が作成した VOD

コンテンツが利用可能になった．これは，e-lerningコ

ンテンツの共有化を可能とする．

新システムでは，SCORM 対応 VOD コンテンツ

の e-Learning への登録は，Moodle が標準で実装し

ている SCORMモジュールを使用している．しかし，

Moodle標準の再生機能は，コンテンツを 1つずつ個

別に再生するようになっている．また，視聴状況の確

認も容易ではない．そのため，数本に分割された講義

の VODの視聴状況を確認してコンテンツを順番に視

聴し，学習するという本学の講義構成では，Moodle

の SCORMコンテンツ再生機能は使いにくかった．

そこで，我々は，VOD視聴時に分割された複数の

講義タイトルと視聴状況を一覧表示することにより，
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図 4 SCORM 対応 VOD 一覧表示画面
Fig. 4 List of VOD contents corresponding to SCORM.

表 4 提示する学習履歴情報
Table 4 Presented study history information.

提示学習履歴情報（抜粋） 学生用 教師用
コース（科目）アクセス回数 表示 表示
VOD 視聴状況 表示 表示
小テスト評点 表示 表示
課題提出状況 表示 表示
オンライン提出課題一覧表示 非表示 表示
掲示板の参照回数 非表示 表示
上記学習履歴のダウンロード 不可 可

学習するコンテンツの選択を容易にする SCORM対

応 VOD再生機能をカスタマイズした（図 4）．

3.4 学習履歴表示機能の補完

前節に述べた VODコンテンツの SCORM 対応に

より VODの視聴状況が記録されるようになった．ま

た，Moodleは，これらの学習履歴の記録とともに表

示を行う機能も有している．

しかしながら，Moodleが持つ学習履歴表示機能で

は，本学が学生指導のために必要とする週単位の利用

履歴，課題別の提出や採点結果などの確認を容易に行

うことができない．そのため，我々は，科目ごとある

いは個人ごとの学習履歴記録を一覧表示する機能を開

発した．

Moodleのアクセスログや VOD視聴状況を参照す

る学習履歴表示機能は，ユーザ（学習者）がMoodle

上で利用するものである．また，学習履歴表示機能を

実現するプログラム中においてMoodleの環境変数や

ライブラリを多用することになる．それゆえ，学習履

歴表示機能は XOOPS ではなく Moodle に追加した

（表 4）．

機能の追加は，プログラムをフォルダとして追加す

ることでMoodleそのもののアップデートの影響を受

けにくいように配慮した．

表 5 ユーザのタイプによる認証方法・登録メールアドレスの違い
Table 5 Difference between attestation method and regis-

tration mail address according to user’s type.

ユーザ 佐賀大学 認証方法 登録メールアドレス
タイプ の ID

学生 取得済 総合情 総合情報基盤センターの
報基盤 ID から，メールアドレス
センターの （ID@edu.cc.saga-u.ac.jp）
POP3S を自動生成して登録

教員 取得済 総合情 総合情報基盤センターの
報基盤 ID から，メールアドレス
センターの （ID@cc.saga-u.ac.jp）
POP3S を自動生成して登録

未取得 個別設定 総合情報基盤センターの
統合認証システムは
利用できない
認証方法とメール
アドレスは個別に登録

3.5 XOOPSでのMoodleユーザ管理

図 1 の仕組みを用いて，ユーザ管理機能のカスタマ

イズを行った．カスタマイズするユーザ管理機能は，

システムへのユーザ一括登録機能や科目への履修者一

括登録機能である．

これらの機能を利用する際に必要となるファイルが，

ユーザ ID・姓名・メールアドレスなどのユーザ情報を

記述した CSVファイルである．新システムでも一括

登録処理に CSVファイルを使用する点は同じである

が，本学向けにユーザ情報として「よみがな」などの

項目を追加している．そのために，新システムでは，

従来の CSVファイルの項目と，それらの登録機能を

カスタマイズした．

また，本学で登録するユーザの中には，例外的に総

合情報基盤センターの統合認証を使用しないユーザも

存在する．そのため，ユーザのタイプを判別する情報

を CSVファイルの項目として付加し全ユーザを一括
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登録可能とした（表 5）．

4. 新システムの運用

4.1 運 用 実 績

2005年 9月 28日に新システムでの e-Learningを

公開した．2005年度後期の開講状況を表 6に示す．開

講期間中，安定した e-Learningを運用できた．

4.2 ユーザ登録作業の効率化

Moodleへのユーザ登録は全学生を対象とした．

旧システムでは，履修申請が行われたユーザを独自

の ID とパスワードで e-Learning のユーザとして登

録し，連絡に使用するメールアドレスは学生が入力す

るようになっていた．また，履修科目への登録は，シ

ステム管理者が，開講後に提出された履修カードを基

にコース（科目）の受講登録を行わなければならかっ

た．しかし，新システムでは，姓名のよみがなを含む

全学生の情報をCSV形式に編集したファイルをアップ

ロードする一括登録が可能となった．これによりメー

ルアドレスなど重要な項目の入力ミスはなくなった．

また，ユーザ登録後のコース（科目）の履修登録も，

履修許可リストを事前に入手しユーザ登録同様の手法

で開講前に一括登録することが可能となり作業が容易

になった．

旧システムでは，約 7人日かかっていたユーザ登録

に関する処理が，新システムでは約 2人日で終了した

ように，作業時間を大幅に短縮できた．

4.3 統合認証によるユーザ認証の効果

旧システムでは，履修が認められた学生に対して，

旧システム利用専用のユーザ IDとパスワードを発行

していた．これらは，総合情報基盤センターが発行し

ているものと相違があった．その相違とは，ユーザ ID

は学籍番号で共通であったが，パスワードが異なって

いることである．そのため，学生は同じユーザ IDで

複数のパスワードを管理しなくてはならないという紛

らわしい状態であった．さらにパスワードを忘れたと

きの問合せ先が，旧システムの場合はシステム運用担

当部署（eラーニングスタジオ）であり，学内ネット

ワーク利用の場合は総合情報基盤センターである，と

いった，学生にとって不便な状態でもあった．

表 6 2005 年度後期の開講状況
Table 6 Situation of starting a course at latter term of

fiscal year 2005.

開講期間 2005 年 10 月 1 日～2006 年 3 月 31 日
開講科目数 10 科目
登録ユーザ数 7,275 名
履修学生数 533 名

このような紛らわしく不便な状態が，統合認証を利

用することで解消された．統合認証を利用していない

期間と利用した期間のユーザ IDとパスワードの問合

せ数は表 7 に示すように減少した．

このことから，統合認証により，e-Learningを利用

する際の混乱要因を取り除くことができ，学生の利便

性が高まったことが確認できた．

4.4 学習履歴表示機能の利用による学習指導

旧システムでは，ユーザの学習状況を把握すること

は容易ではなかった．なぜなら，VODの視聴状況を

把握するためには，システムのログを手作業で解析し

なければならなかったからである．そのため，レポー

トの内容などから『VODを見ていないのではないか』

と教員が判断した学生についてだけ，手作業でログを

解析して視聴状況を把握し教員に回答していた．

新システムでは，表 4 に示すような学習履歴を表

示する機能を追加した．これにより，学生は自分の学

習状況のみ確認でき，教員は参加者の学習状況を一覧

表で確認できる．また，教員は，テキスト形式（.txt）

やMicrosoft社の EXCELシート形式（.xls）で学習

履歴をダウンロードが行える．

なお，学習履歴表示も図 2 の参加者の表示同様に，

表示の初期設定を学籍番号で昇順に並べ替えて全員が

表示されるようにした（図 5）．この学習履歴表示機

能の実現により，学習状況を学生と教員が共有でき，

表 7 ユーザ ID とパスワードの問合せ数の変化
Table 7 Change in number of inquiries of ID and

password.

統合認証未使用 統合認証利用
（2005 年度前期） （2005 年度後期）

問合せ件数 19 件 2 件
履修学生数 206 名 533 名

図 5 教員への学習履歴表示画面
Fig. 5 Study history display to teacher.
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学生の状況に応じた学習指導が可能になった．

5. 運用上の問題点とその対策

5.1 新システムの問題点

学習管理システムを新システムとすることで旧シス

テムではできなかった統合認証の利用や SCORM に

よる学習履歴管理が可能となった．これにより，管理

作業の軽減や学生への学習指導の充実が実現できた．

それと同時に 3つの問題点も明らかになった．

• ユーザ情報に使用できる文字
• SCORMデータ記録の上書き

• 学習履歴表示処理速度の低下
以下でこれらの問題点と対策について述べる．

5.1.1 ユーザ情報に使用できる文字

Moodleでは姓名が個別入力で，ユーザ情報の必須

項目である．しかし，教務課より入手したユーザ情

報では姓と名が分割されていない．これは，姓名のよ

みがなも同様である．さらに，学生の姓名に，はしご

高・立つ崎・つち吉などの俗字や機種依存文字が入っ

ていた．

そのため，ユーザの一括登録用の CSV形式ファイ

ルを作成する際に，個別に確認しながら姓と名を分割

し，機種依存文字を常用漢字あるいはカタカナに修正

する作業が必要となった．

これらのユーザ情報（登録ユーザ数 7,275名）の編

集作業に約 1人日費やした．

教務課から入手できるユーザ情報のフォーマットは，

教務システムの仕様であり，姓名は分けられていない．

これは，e-Learningに対応するために変更されること

はない．したがって，手作業でユーザ情報を編集して

いく方法を，今後も継続する．

なお，Moodleの姓か名どちらかのフィールドに姓

名を分割しないまま入力し，もう一方によみがなを入

力することで，ユーザ情報項目のよみがなに関する作

業も省略する方法も考えられる．しかし，我々は，項

目名と異なる情報を入力して利用する方法は好ましく

ないと判断した．

5.1.2 SCORMデータ記録の上書き

VOD視聴状況に関して「VOD視聴を完了しても，

視聴経過時間が 0，ステータスも incompleted のま

ま」，「いったん completedになっても，VODを見直

して途中で視聴を中止した場合は，ステータスが in-

completedになる」という現象が報告された．

この現象の原因は，SCORM による学習履歴の記

録が時系列で行われず，ユーザごとにつねに最新のス

テータスで上書きされてしまうことにあった．VOD

コンテンツおよび新システムを SCORMに対応とす

ることで，確実に学習履歴が記録できると考えてい

たが，結果として不完全な記録しか残すことができな

かった．

そのため，現状では，この VOD視聴のステータス

は，e-Learning受講完了の判断材料として用いないよ

うにしている．学生に対しては，ステータスが正常に

記録されない旨の掲示を行っている．一方，教員に対

しては，VODの総視聴時間や提出された課題の内容

で受講完了の判断を行うよう依頼している．

SCORM対応VODコンテンツ視聴のステータスが

正常に記録されないという現象を解決するためには，

SCORMによる学習履歴を記録するアーキテクチャを

新システムに追加する必要がある．

5.1.3 学習履歴表示処理速度の低下

履修学生数が多い科目において授業回数が進むと教

員のみが参照できる学習履歴一覧表示に時間がかかる

ようになってきた．この原因は，ログを解析して学習

履歴表示を行う際に，開講日から現在までの履修学生

すべてのログを毎回読み込むという処理にあった．つ

まり，期末に近づくにつれ学習履歴のログの量が増加

していくことにより，ログを読み込む時間が増大して

いるのである．

なお，この処理に時間がかかることで VODの視聴

などの科目の受講に対して影響はないが，開講科目数

や履修学生の増加を考えると，学習管理上，改善すべ

き重要な問題である．

6. ま と め

従来利用していた旧システムでは統合認証の利用，

SCORMへの対応，学生の履修状況の把握と指導は実

現できていなかった．これらへの対応を実現するため

に新システムの核としてMoodleを採用した．

まず，新システムの認証に，総合情報基盤センター

の統合認証システムを利用した．これにより，本学の

e-Learningである「ネット授業」のユーザ登録作業な

どの管理者の負担が軽減され，ユーザも利用しやすい

環境を構築することができた．

次に，大学として必要な機能で Moodle にはない

機能を付加した．追加する機能で，ユーザが利用する

SCORM 機能や学習履歴表示機能は Moodle に組み

込んだ．一方，Moodleのシステムとしての根幹に関

わるユーザ管理機能の追加は XOOPS モジュールと

して組み込んだ．これにより，Moodleと XOOPSを

プラットフォームとする新システムを実現することが

できた．
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この新システムで，本学の 2005 年度後期の e-

Learning は，問題なく運用することができた．統合

認証システムの利用と，SCORM対応により，ユーザ

の学習履歴が不完全とはいえ残すことができた．また，

学習履歴機能については，科目担当の教員から，学生

個々への指導が行いやすくなったという報告も寄せら

れた．

パスワードの問合せ件数以外には，系統的な調査を

行っていない．しかしながら，システムトラブルがな

かった，学生の登録や履修登録などの管理作業の負担

が軽減された，課題やレポートの機能向上により教員

の負担が軽減された，学習履歴表示機能により学生自

身による学習状況の確認が可能となったことから，学

生へのサービスが向上したと推測する．

なお，新システムでの e-Learning運用開始以降，新

システムの核となっているMoodleのアップデートは

行っていない．しかし，アップデートされた機能や作業

コストを確認するために，検証用のシステムでMoo-

dleの Ver1.5.2から Ver1.5.4+へアップデートを行っ

た．その際の工数は，バックアップから動作確認まで

含めて 2人日であった．Moodleのアップデートその

ものは 1人日弱で終了した．今回のアップデートにお

いて修正した箇所は，カスタマイズしたプログラムへ

のリンクの部分で，数ファイルの修正で完了した．学

習履歴表示機能と SCORM コンテンツ再生補完機能

の 2つの機能の修正はなかった．XOOPS側のユーザ

管理機能の修正は必要なかった．このことから，新シ

ステムにおけるアップデート作業のコストが少ないこ

とが確認できた．
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マネジメント入社．1995年株式会社

シナジーインキュベート入社．2003

年より，佐賀大学教務課，研究協力

課（eラーニングスタジオ）．eラーニングシステムの

研究・開発に従事．
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藤井 俊子

1983 年福岡女子大学家政学部家

庭理学科（数学）卒業．同年日立造

船情報システム（株）入社．2001年

（株）新電電ネットワーク入社．2004

年佐賀大学大学院工学系研究科エネ

ルギー物質科学専攻博士後期課程修了．同年同大学学

務部教務課（eラーニングスタジオ）．eラーニングコ

ンテンツ開発，LMSの運用，授業のサポートに従事．

博士（工学）．教育システム情報学会，日本教育工学

会各会員．

江原 由裕

1995 年中央大学経済学部経済学

科卒業．1996 年テレメジャー株式

会社入社．2000 年語学留学．2003

年佐賀大学学務部教務課（eラーニ

ングスタジオ）．eラーニングコンテ

ンツ制作と運用の研究に従事．

穗屋下 茂

1986 年九州大学大学院工学研究

科機械工学専攻修士課程修了．同年

佐賀大学理工学部機械工学科に勤務．

助教授．工学博士．歯車材の面圧強

度，歯車設計，佐賀大学ネット授業

の推進．日本機械学会，精密工学会，日本トライボロ

ジー学会，教育システム情報学会，日本教育工学会，日

本工学教育協会，コンピュータ利用教育協議会各会員．

角 和博

1980 年東京学芸大学教育学研究

科技術教育専攻修了．同年成城学園

中学校教諭（技術科）．1981年佐賀

大学教育学部助手．2003 年同大学

文化教育学部教授．技術教育，情報

教育分野．日本教育工学会，教育システム情報学会，

日本科学教育学会，日本産業技術教育学会等各会員．

高崎 光浩

1985 年佐賀大学理工学部化学科

卒業．1987 年同大学大学院理工学

研究科修士課程修了．1991 年佐賀

医科大学大学院博士課程修了．同年

同大学医学部麻酔学講座助手．2000

年佐賀医科大学医学部附属病院医療情報部講師．2003

年同助教授．現在，医療情報部助教授，高等教育開発

センター助教授（併任），地域医療科学教育研究セン

ター（兼担）．教育工学，e ラーニングシステムの研

究．医学博士．日本教育工学会，医療情報学会，医学

教育学会各会員．

大谷 誠（正会員）

1998 年佐賀大学理工学部情報科

学科卒業．2000 年同大学大学院工

学系研究科博士前期課程情報科学専

攻修了．2003 年同大学大学院工学

系研究科博士後期課程システム生産

科学専攻修了．同年同大学海洋エネルギー研究セン

ター COE 研究員．2004 年同大学学術情報処理セン

ター講師．2006年同大学総合情報基盤センター講師．

インターネット，分散システム運用技術の研究．博士

（工学）．

大月 美佳（正会員）

1999 年九州大学大学院システム

情報科学研究科知能システム学専攻

博士後期課程修了．佐賀大学理工学

部知能情報システム学科所属．主た

る研究テーマは，ソフトウェア開発

環境，およびネットワークを利用した教育環境．また，

人間の学習・組織化等の仕組みにも興味を持つ．主な

著作は，『入門CVS』，『CppUnitによるXP—eXtreme

Programming—実践テスト技法』．博士（工学）．NPO

ASTER理事．図学会，ゲーム学会，IEEE Computer

Society各会員．
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皆本 晃弥（正会員）

1992 年愛媛大学教育学部中学校

課程卒業．1994 年同大学大学院理

学研究科数学専攻修了．1997 年九

州大学大学院数理学研究科博士後期

課程単位取得退学．同年九州大学大

学院システム情報科学研究科情報理学専攻助手．2000

年佐賀大学理工学部知能情報システム学科講師，2002

年同助教授，現在に至る．博士（数理学）．平成 16年

度情報処理学会優秀教育賞受賞．精度保証付き数値計

算，数学教育の研究に従事．日本数学会，日本応用数

理学会，電子情報通信学会，数学教育学会各会員．

岡崎 泰久（正会員）

1988 年九州大学理学部物理学科

卒業．1990 年同大学大学院理学研

究科修士課程修了．1992 年佐賀大

学理工学部助手．2005 年佐賀大学

理工学部助教授，現在に至る．博士

（工学）．コンピュータによる学習支援の研究に従事．

人工知能学会，教育システム情報学会，日本教育工学

会各会員．

渡辺 健次（正会員）

1987 年佐賀大学理工学部物理学

科卒業．1989 年同大学大学院理工

学研究科物理学専攻修士課程修了．

同年同大学情報処理センター助手．

1993 年和歌山大学経済学部産業工

学科講師．1996年同大学システム工学部情報通信シ

ステム学科講師．1998年同助教授．1999年佐賀大学

理工学部知能情報システム学科助教授．2006年同教

授，同大総合情報基盤センター副センター長，現在に

至る．博士（工学）．教育システム，インターネット

応用，分散システム運用技術の研究に従事．電子情報

通信学会，人工知能学会，教育システム情報学会，日

本教育工学会各会員．

近藤 弘樹（正会員）

1964年名古屋大学工学部電子工学

科卒業．1969年同大学大学院理学研

究科博士課程修了（物理学専攻）．佐

賀大学理工学部知能情報システム学

科教授を経て，現在，佐賀大学高等

教育開発センター特任教授．教育システム，インター

ネットの教育への応用について研究．理学博士．教育

システム情報学会，日本教育工学会，電子情報通信学

会，人工知能学会，日本認知科学会各会員．


